
水まわりリフォームで

失敗しないための

７つのポイント



水まわリフォームで失敗しないために

キッチンやお風呂、トイレや洗面所――。

水まわりのリフォームは生活に直結しますし、気軽に依頼できる金額でもあり
ません。そのため多くの方が「今より快適に過ごしたくてリフォームするのだ
から、失敗したくない」と考えます。しかし実際には・・・

「思ったより費用がかかった」
「値段で決めたら、業者の対応があまり良くなかった」
「工事後の対応に不満がある」
「逆に今までよりも使いづらくなった」
「イメージと違っていた」

といった声も後を絶ちません。
なぜそのようなことが起こるのか。その理由は、

「自分の理想に合う商品の選び方を知らない」
「リフォーム会社の正しい選び方を知らない」

ということにあります。「今ならオトク！」といった派手な広告や金額だけで
判断してしまうと、工事の前後に必要な配慮や、長く使い続けるためのサポー
トが不足しているケースも少なくありません。では、どうすれば安心して任せ
られる会社を選べるのでしょうか？本書では、水まわりリフォームで失敗しな
いために、ぜひ確認してほしい７つのポイントをご紹介します。チェックリス
ト感覚で読み進めながら、ご自身のリフォーム計画にぜひお役立てください。



1.　商品選びは納得がいくまでやる

商品を選ぶときは、見た目やデザインだけでなく「自分に本当に
必要かどうか」を考えることが大切です。

各メーカーで商品の特色が異なります。

気になる商品があれば、ショールームを見学してみましょう。

納得できるまで、何度訪れても構いません。

ご家族で意見が分かれたときには、実際に一番使う人の声を優先
すると、後悔のない選び方ができます。



2．会社の創業年数や実績をチェックしましょう

「リフォーム会社なんてどこも同じ。安ければいい」と思っていま
せんか？

ですが実は、会社の歴史や実績は安心できるリフォームの大きな判
断基準になります。

創業から長い年月を続けてきたということは、それだけ多くのお客
様に選ばれ、支持されてきた証拠です。

豊富な経験があるからこそ、配管や下地の状態といった見えにくい
部分の判断を間違えず、トラブルを未然に防ぐことができます。

例えば「床下の劣化に気付かずに施工して、後から追加工事が必要
になった」などは、経験不足から起きやすい失敗です。

逆に実績豊富な会社なら、過去の事例から起こり得るリスクを把握
して、最初の段階で適切な対応ができます。

創業年数や施工実績を確認することは、安心と信頼を得るための第
一歩。「長く続いているかどうか」が大切なポイントになるのです。



3．いろんな部位を“まとめて依頼できるか”確認しましょう

「キッチンはこの会社、お風呂はあの会社に頼めばいい」と思って
いませんか？

ですが実は、水まわりはつながっているため、分けて依頼すると
無駄やトラブルが発生することが多いのです。

たとえばキッチンを先にリフォームし、その後に別会社でお風呂を
施工すると、配管を二度掘り返すことになり、余計な費用や工期が
かかるケースもあります。

逆に、キッチン・お風呂・トイレ・洗面所といった水まわりを一社
でまとめて依頼できれば、工事の段取りがスムーズになり、無駄な
コストも抑えられます。

さらに、全体を見通したプランニングができるため、デザインや使
い勝手にも統一感が生まれ、快適性が格段にアップします。
水まわりリフォームを考えるなら「分けて頼む」よりも「まとめて
任せられるか」を確認することが、安心と満足度を高める秘訣なの
です。



「工事さえきちんとしてくれれば大丈夫」と思っていませんか？

ですが実は、工事前後の片付けや準備こそ、多くの人が最も大変だと
感じる部分です。

特に、キッチンや洗面所は毎日使う場所。
仮置きのスペースをどう確保するか、どこに食器や洗面用品を片付け
るかといった問題は、実際に工事が始まってから慌てる方も多いので
す。

そんなとき、生活動線や収納の視点でサポートしてくれるスタッフが
いれば、負担はぐっと軽くなります。
例えば、片付けの順序をアドバイスしてくれたり、移動用のコンテナ
を無料で借りられたり、キッチンの仮設スペースを一緒に整えてくれ
たりすれば、リフォーム中の生活がとても楽になります。

「工事だけでなく、暮らし全体までサポートしてくれる体制があるか
どうか」をチェックしておくと、余計なストレスを感じずにリフォー
ムを進められます。

4．片付けや準備をサポートしてくれるか確認しましょう



5．工事内容を細かく説明してくれる業者を選びましょう

「リフォーム工事の細かい内容なんて知らなくても大丈夫」
と思っていませんか？

ですが、そこがモヤモヤしたまま工事が進んでしまうと、例えば
「あれは本当に必要な工事だったのかな…」「見積もりの時より値段
が上がったし、余計な費用がかかったような気がするなあ…」
と最終的に不満が残る可能性が高いです。

リフォームでは、「下地処理」 「追い焚き配管」など、専門用語が多
く登場しますが、そのまま説明されてもどんな工事をするのか理解す
るのが難しいかと思います。

そこを専門用語を生活目線に置き換えて「壁が古くなって劣化してい
るので、長持ちさせるための工事をします」「お風呂の保温が長持ち
するための工事です」など、専門用語を使わずに分かりやすい説明を
してくれるリフォーム業者の方が安心できますね。
また、自分の希望や疑問、要望等を話しやすいかどうかも大切です 。

リフォーム会社を選ぶ際には「工事内容を細かく説明してくれるかど
うか」を必ず確認するようにしましょう。



6．工事後も修理の相談がしやすいか確認しましょう

「工事が終わればもう安心」と思っていませんか？

ですが実は、リフォームの本当の安心は工事後から始まります。
使い始めてから初めて分かる不具合や、数年後に現れる劣化は少
なくありません。

たとえば「数年後に浴室の排水が詰まった」「キッチンの水栓か
ら水漏れがした」といったトラブルは、工事直後には気づけない
ものです。

そんなとき、電話やLINE・ホームページのお問合せフォームなど
の窓口が整っていれば安心です。

工事が終わった途端に連絡が取れなくなる会社では、不具合が出
たとき大きな負担になります。

工事そのものだけでなく、暮らしを長く支えてくれるかどうかが
安心できるリフォームの条件なのです。



7．地域での評判や口コミを確認しましょう

「大手なら安心」と思っていませんか？

ですが実は、リフォームで大切なのは“地元での評判”です。

特に水まわりは生活に直結するため、万一のトラブルが起きたと
きにすぐ対応してもらえるかが大切。
地元で長く選ばれている会社は、地域の信頼に支えられ、実績を
積んできた証拠です。
近くに拠点があれば、不具合が起きても相談に乗ってもらえる安心
感があります。

さらに、地域の口コミや評判は実際に工事を体験した人の声なの
で、とても参考になります。
インターネットのレビューや、ご近所・知人からの紹介も積極的
に確認してみましょう。

「地域で選ばれ続けているかどうか」をチェックすることが、　　
安心できるリフォーム会社を見つける最も確実な方法なのです。

最後までお読みいただきありがとうございました。




